
別 紙

職場で使用される化学物質の発がん性評価の加速化（構想図素案）

製造・輸入量等による絞り込み

約６万物質→約７千物質（ＣＡＳ番号ベースでは約１万１千物質）

（１事業者以上において年間１トン以上の製造輸入量のある物質等）

既存の発がん性に関する情報による判断

情報あり 情報なし、又は判断不可

既存の有害性 遺伝毒性の有無の判断

情報によるス 根拠：既存の試験結果、構造活性相関

クリーニング

遺伝毒性あり 遺伝毒性なし

遺伝毒性の強さの判断 発がん性に係る構造活

根拠：既存の試験結果＋α 性相関等

強い 弱い 判断不可 疑い大 疑い小

有害性試験の 遺伝毒性試験の実施

実施によるス

クリーニング

中期発がん性試験等（スクリーニングへの活用の可能性を検討）

終了 長期発がん性試験（中期試験の併用等による効率化を検討）

健康障害防止指針、リスク評価


